
 

 

 

 

やり遂げる覚悟  

                           校長 近藤  宏 

 

 あけましておめでとうございます。新しい年、2026 年の始まりです。 

今年の干支（えと）は午年（うまどし）ですが、正確には、丙午（ひのえう

ま）となります。「干支」の「干」は十干（甲乙丙丁戊己庚辛壬癸）、「支」は十

二支（子丑寅卯辰巳午未申酉戌亥）を表しています。その組み合わせは全部で

60 通りです。（※歴史で習った「672 年 壬申の乱」、「1868 年 戊辰戦争」、

「1911 年 辛亥革命」などは、干支が使われていますね。） 

 「丙」は、太陽や明るさ、生命のエネルギーを表すとされ、「午」は、俊敏さ

や勇気を象徴し、人を助ける存在でもあります。よって、「丙午」の年は、勢い

とエネルギーに満ちて、活動的になると言われています。 

 さて、３学期始業式で、私は全校生徒に「自分で決めたことをやり遂げてほ

しい」と話をしました。目標を立てるだけでは、不十分であり、目標達成のた

めには、具体的に何をするのかが大切であると伝えました。 

 その例として、全国大会を目標に掲げ、そのために、「ケーキを食べない」こ

とを３年間やり遂げた女子生徒の話をしました。もちろん、ケーキを食べなけ

れば、全国大会に出場できるわけではありません。彼女は、大好きなケーキを

絶対に食べないという、強い覚悟をもって、練習に打ち込み、それを最後まで

やり遂げたのです。自分で決めたことを最後までやり切ったのです。誕生日や

クリスマスでさえ、決してケーキを口にしなかった彼女の覚悟と意志はとてつ

もなく強固なものだったと言えるでしょう。  

どんなに些細なことでも、やり切ることは簡単なことではありません。だか

らこそ、簡単なことでもいいので、１年間やり遂げてみませんか。何かをやり

遂げることで、新しい自分を発見できると思います。  

私は、燕中学校での朝の立哨活動をやり遂げたい 

と考えています。朝の打ち合わせや出張等で、すで 

にできなかった日が数回あり、やり遂げることの難  

しさを痛感しています。ですが、めげることなく、 

頑張っていきたいと思います。 

 本年もよろしくお願いいたします。 

豊かな感性と読解力を培い、学びに向かう力を高めて、持続可能な社会の創り手となる  
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面接指導 

１月 13 日(火)と 14 日(水)の２日間、地域の方を外部指導者として受験生の面接指導を
していただきました。これまでは教職員が面接官を務めていましたが、今回は初めて外部
の方に協力していただいたことで、生徒たちは練習が始まる前からいつも以上に緊張した
表情を見せていました。この形式での面接練習は令和２年度から始まり、今回で６年目で
す。２日間で 20 名以上の方に協力いただきました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 
 
 
授業参観 

１月 15 日(木)授業参観があり、多くの保護者の方から授業の様子を参観していただき、
子どもたちの成長や日頃の学習の様子を温かく見守ってくださいました。お忙しい中での、
多数のご参観、大変ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 
 
 

赤い羽根共同募金 

１２月中旬に赤い羽根共同募金をＪＲＣ委員会が行いました。多
くの生徒が趣旨に賛同し募金をしていました。集まった募金額は
「3,792 円」でした。募金は、住むまちの福祉活動（お年寄りなどが
通う福祉施設で使われる送迎車両、介護の知識を身に付ける講習会、
災害時のボランティア活動）に使われます。 

募金を手渡すＪＲＣ委員長→ 

 

 

＜２月の予定＞ 

２（月）３年生進路個別面談 

３（火）３年生進路個別面談 

４（水）フッ化物洗口 

５（木）専門委員会 

学校預り金口座振替日 

６（金）テスト前学習会 

９（月）テスト前学習会 

特色化選抜面接入試日 

１０（火）第４テスト（１・２年１日目） 

１２（木）第４テスト（１・２年２日目） 

     特色化選抜合格内定通知 

 

１６（月）公立一般選抜出願（～18 日） 

１８（水）卒業式練習（５限） 

フッ化物洗口 

２４（火）生活いじめアンケート 

公立一般選抜出願変更（～26 日） 

２５（水）メモリアル集会 

     フッ化物洗口 

２７（金）同窓会入会式（６限） 

     １・２年生単元別テスト 
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